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※画面は開発途中のものです。実際とは仕様が異なる場合があります。

ご利用マニュアル

～活用編～

2026.5.12 更新

【小学校用】
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ご利用マニュアルの内容

１．導入編
導入編については、別途マニュアルをご用意しておりますので、

そちらをご参照いただきますようお願いいたします。

２．活用編 ☜
• まなびボックスプラスご利用マニュアルの内容 ‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐ 36 

•課題配信 ‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐  37

・「まなびのたな」および「デジタマ」の配信 ‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐ 40

・ 課題配信の各種機能 ‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐  49

• 「まなびのたな」の使い方 ‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐  55

• 「デジタマ」の使い方 ‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐ 60

•課題結果の確認 ‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐ 66

• ごほうび機能 ‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐  69

• 「デジタル解答テスト」の使い方 ‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐ 73

• その他の機能 ‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐ 105

• サポートサイトとお問い合わせ窓口 ‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐ 109
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課題配信

【全先生共通】
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新学社まなびボックスプラス
に対応したデジタルブックの
総称です。

１.【全先生共通】課題配信の対応教材

＜対応教材>

・ドリル誌面 …くりかえし(漢字・計算)

まんてん(漢字・計算)

算数ドリル

・各種プリント…教科プリント集など

・デジタマ

・デジタル解答テスト

 ※自作教材や他社教材も
 「独自教材」として登録すれば配信可能です。

新学社まなびボックスプラに対応したデジタルドリルです。
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２.【全先生共通】課題配信のイメージ

教師用画面

配信したい教材と
単元範囲を指定

締め切りを設定

例）ドリル誌面のデジタルブックを配信

⇒課題名・配信クラスなども設定して配信！
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「まなびのたな」 および
の配信

【全先生共通】
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１.【全先生共通】 および の配信

●『課題配信』タブから課題を作成して配信します。 まずは「学年」「課題名」を設定します。

①『課題配信』をクリック

②「学年」「課題名」を設定 注意！

「課題名」がないと配信できません！
※課題名はあとから編集が可能です。

③『⊕←の課題に教材を追加 』をクリック
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前ページの続き●『教材追加』のページで、「教科」「教科書教材」「単元範囲」を設定します。

●「教材」が表示されたら、配信する教材を選択します。

④ 「教科」「教科書教材」「単元範囲」を設定

⑤『教材候補表示』をクリック

配信しない教材を削除できます
ボタンが有効化されている場合は、
追加できる教材があります

１.【全先生共通】 および の配信



43

前ページの続き●課題の「締め切り」を設定します。

●締め切りは、教材ごとに設定可能です。

⑥『締め切り欄』をクリック

１.【全先生共通】 および の配信

⑦カレンダーが表示されるの
で設定したい日付をクリック締め切りは一括で設定も可能です

⑧『次へ（未保存）』をクリック

注意！

ここではまだ課題は保存されません。
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前ページの続き●配信する児童生徒を設定します。

●欠席者を除いたり、クラス単位での設定、教材ごとに配信先を設定することも可能です。

１.【全先生共通】 および の配信

⑨『配信する児童生徒を選択』タブをクリック

⑩ 「配信先を設定する教材」を選択
（濃い黄色が選択状態）

⑪配信する児童生徒に
チェックマークを入れる
（濃い緑色が選択状態）

『すべて選択』で一括チェックを
入れることも可能です

教材を「配信済み」または「未配信」の
児童生徒のみを表示することも可能です

⑫ すべての教材の設定が完了したら、
『次へ（未保存）』をクリック

注意！

ここではまだ課題は保存されません。
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前ページの続き●作成した課題を「配信」もしくは「保存」します。

●課題を作成・保存し後日配信することや、１つの課題に別の教材を併せて配信することも可能です。

１.【全先生共通】 および の配信

注意！

課題名がないと配信できません。⑬「課題名」を確認（編集可）

⑭配信する課題にチェックマークを入れる
（濃い緑色が選択状態） 注意！

チェックされていない課題は配信されません。

⑮ 『選択した課題を配信』をクリック

注意！

前ページまでの『次へ（未保存）』だけでは
サーバ上に保存されません。
課題配信せずにこの画面を離れる際は、必ず、
本画面の『保存』をクリックしてください。複数の教材がある場合、すべて

を選択してまとめて配信すること
も可能です。

課題作成後すぐに配信しない
場合は、『保存』をクリックして
課題を保存してください。

締め切りや配信先を変更する場合、「編集」
ボタンから前の画面に戻って編集することが
可能です。
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前ページの続き

１.【全先生共通】 および の配信

●課題の配信が完了します。
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補足【全先生共通】単元の公開・非公開設定

●「デジタマ」は単元の公開・非公開設定が可能です。※「まなびのたな」も可能ですが、配信時に公開されるため不要(詳細は次頁)

●『HOME』 > 『連携教材・サービス』から各コンテンツのアイコンをクリックします。

①『HOME』をクリック ②『連携教材サービス』タブをクリック

デジタマの
アイコン

まなびのたなの
アイコン

まなびのたな

③アイコンをクリック

【公開・非公開設定が可能な先生の条件】

＜「担任」の先生>
「当該学年の全教科」の設定が可能です。

＜「教科」を設定されている先生>
「その教科の全学年」の設定が可能です。
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補足【全先生共通】単元の公開・非公開設定

●単元の目次画面が開きます。 前ページの続き

デジタマの問題やまなびのたなの
ブック誌面を確認できます

『全単元公開』ボタンで全範囲の
一括設定も可能です

デジタマの目次

まなびのたなの目次

複数単元の公開設定も可能です

④公開したい単元をクリック
（濃い緑色が選択状態）

⑤目次を閉じる
（公開設定が即時反映される）

注意！

公開設定を「非公開」にしている単元であっても、
『課題配信』を行うと自動的にその単元は「公開」状態に切り替わります。
（「配信＝児童生徒に見せる」というシンプルな仕組みです）

【児童生徒からみた公開・非公開の状態】
＜デジタマ （デジタルドリル） >
最初からすべて「公開」（児童生徒がいつでも自主学習できる）状態です。

＜まなびのたな （デジタルブック）>
配信した課題だけが、児童生徒の画面に現れます。
「配信」＝「公開」となるため、事前の設定変更は不要です。
（※ドリルアイコンは数が多くなる場合があるため「まなびのたな」の本棚にまとめています）

「本誌」「解答」などを切り替え可能な
教材の場合はこちらで切り替えます。
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課題配信の各種機能

【全先生共通】
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参考① 【全先生共通】複数教材の配信

●１つの課題で複数の教材を配信する方法です。

●１つ目の教材を設定後に、２つ目の教材を設定します。

①『⊕←の課題に教材を追加 』をクリック

②１つ目の教材と同様に、２つ目の教材を設定

③ 1つの課題に２つの教材が表示される

④「課題名」を確認（編集可）

⑤配信する課題にチェックマークを入れる
（濃い緑色が選択状態）

⑥ 『保存』または『選択した課題を配信』をクリック
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参考② 【全先生共通】「保存」または「配信した課題」の呼び出し

●保存した課題を『履歴』から呼び出します。

●保存した課題から配信することや、過去に配信した課題の確認などにご利用いただけます。

①『履歴』をクリック
（保存または配信した課題
の一覧が表示される）

② 呼び出したい課題を選択

③ 課題が表示される
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参考③ 【全先生共通】配信した課題の削除（または取り消し）

●配信した課題を削除(または取り消し)する方法です（児童生徒の画面からも削除されます）。

●保存した課題を『履歴』から呼び出し、教材グループごと削除して「保存」します。

②『削除』をクリック

③ 教材グループが削除される

④ 『保存』をクリック
（児童生徒の画面から課題が削除される）

履歴から呼び出した課題は、配信した最新の状態て上書きされます。
・課題自体の削除 （方法はこのページを参照）

・課題内の一部教材グループの削除（方法はこのページを参照）
・課題内の一部教材の削除 （方法は次ページ参照）

などが可能です。

注意！

課題を削除しても、児童生徒が課題に取り
組んでいた場合、結果は削除されません。

①『履歴』から配信した課題を呼び出す

※教材を全削除した場合は、課題自体が
削除されます。

※課題内の一部教材グループを削除した
場合は該当教材のみ削除されます。
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参考④ 【全先生共通】配信した課題内の一部教材削除(または取り消し)

●配信した課題から一部教材を削除（または取り消し）する方法です（児童生徒の画面からも削除されます）。

●保存した課題を『履歴』から呼び出し、課題を編集します。

①『履歴』から配信した課題を呼び出す

②『編集』をクリック
（次ページへ続く）
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参考④ 【全先生共通】配信した課題内の一部教材削除(取消)

●『教材追加』のページに遷移後、削除したい教材を選択します。

●『次へ（未保存）』ボタンから、「課題の保存または配信の画面」に戻り、再度課題を配信します。

③ゴミ箱マークをクリック

⑤『次へ（未保存）』をクリック

④ 教材が削除される

前ページの続き

※以降は、通常の配信と同様手順で
配信すれば該当教材のみ
児童生徒の画面から削除されます

【参考】教材の削除ではなく、配信する児童生徒
の設定のみを変更することも可能です。
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の使い方

【全先生共通】
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１.【全先生共通】 ～本棚の利用～

●教師用画面ではすべてのブックがまとまった『本棚』を利用することができます。

●『HOME』 > 『連携教材・サービス』から『まなびのたな』のアイコンをクリックします。

①『HOME』をクリック ②『連携教材サービス』タブをクリック

まなびのたな

③ すべてのブックがまとまった
『本棚』が表示される

先生ご自身で作成した教材のPDFデータを「独自教材」として
まなびボックスプラスに取り込むと、こちらの一覧に追加されます。
独自教材も児童生徒に配信することが可能です。

④ アイコン(または『詳細』)を
クリックするとブックが閲覧できる
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２.【全先生共通】 ～ブック画面～

●教材のブックアイコンをクリックすると、デジタルブックの画面が開きます。

ドリルの答えを配信して、答え合わせに利用するなどが可能です。
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２.【全先生共通】 ～ブック画面～

① ② ③ ④ ⑤ ⑥ ⑦ ⑧ ⑨

ペンモード

① ② ③ ④ ⑤ ⑥ ⑦ ⑧ ⑨
①てがき：書き込む方式（「てがき」「せん」）
②あか：ペンの色（「あか」「くろ」）
③ペン：ペンの種類（「ペン」「マーカー」）
④ふつう：ペンの太さ（「ふとい」「ふつう」「ほそい」）
⑤けしゴム：書き込みを手動で消す
⑥もどす： 操作（「もどす」「やりなおす」）
⑦ぜんぶ けす： 書き込みをすべて消す
⑧メモを ほぞん： 書き込みを保存
⑨べつの なまえで メモを ほぞん ：書き込みを別の名前で保存

①サムネイル ： 各ページを小さな画像で一覧表示
②メモをみる ： 過去に記録した手書きのペンデータの再表示
③いどう ： 画面上の誌面を触ってページを送るモード
④ペン ： 画面内にメモを書き込むモード
⑤いちばん はしへ ： ページの最初または最後に移動
⑥めくる ： １ページずつページを変える
⑦おおきく ： 拡大
⑧ちいさく ： 縮小
⑨フルスクリーン： 全画面表示

「小学１～２年生」と「３～6年生」
でボタン名の漢字とひらがなの
使い分けが異なります。
(本画面は1年生のもの)
※機能は同じです。

注意！

ペンデータの「保存」は年度末までです。
先生と児童生徒で内容を共有することはできません。
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参考【児童生徒】 ～児童生徒用画面～

●児童生徒用にはブックを確認したことを記録する「がくしゅうのきろく」画面があります。

児童生徒用トップ画面

②『がくしゅうの きろく』ボタンをクリック
（児童生徒用ブックにのみ表示）

③ 『がくしゅうの きろく』
画面が表示される

④「ふりかえり」のボタンを児童生徒
自身が選択してクリック

３段階のボタン表示

⑤『ほぞんする』をクリック

「小学１～２年生」と「３～6年生」でボタン名の漢字とひらがなの使い分けが異なります。(本画面は1年生)※機能は同じです。

①先生から配信された課題をクリック

『がくしゅうのきろく』は卒
業まで残り、教師用画面で
確認も可能です。
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参考【児童生徒】 ～児童生徒用画面～

●児童生徒用では『できたこと』ページ内の『がくしゅうのきろく』に結果が蓄積されます。
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の使い方

【全先生共通】
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１.【全先生共通】 ～画面の閲覧～

● 『HOME』 > 『連携教材・サービス』から『デジタマ』のアイコンをクリックします。

①『デジタマ』アイコン
をクリック

②デジタマの
「目次」が開く

③『解答スタート』をクリック

④デジタマ画面が開く
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● 「せんせいから」の画面で配信された課題に取り組む方法です。

児童生徒用トップ画面

② 配信されたドリルの目次が表示される

① 先生から配信された課題をクリック

参考【児童生徒】 ～児童生徒用画面～

児童生徒は「せんせいから」と
「じぶんから」の２つの使い方が
できます。

③ 『はじめる』をクリック ④ デジタマ画面が開く
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● 「じぶんから」の画面で自主学習として取り組む方法です。

児童生徒用トップ画面

② ドリルの目次が表示される

① デジタマのアイコンをクリック

参考【児童生徒】 ～児童生徒用画面～

③ 『はじめる』をクリック

④ デジタマ画面が開く

一度取り組んだ場合は「○のかず」「とりくんだ日」の表示や、
『まちがえた もんだいに とりくむ』ボタンから間違えた問題
のみ改めて取り組むこともできます。
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●児童生徒用では『できたこと』内の「がくしゅうのきろく」に結果が蓄積されます。

参考【児童生徒】 ～児童生徒用画面～
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課題結果の確認

【全先生共通】
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● 『課題結果』 > 『教師用分析結果一覧』から教材ごとに複数の児童生徒の結果一覧が確認できます。

１.【全先生共通】『教師用分析結果一覧』の使い方

2026 計算 デジタマ くりかえし計算 デジタマ計算 力だめし

1. なかまづくりと かず

①『課題結果』をクリック

② 『教師用分析結果一覧』をクリック

③絞り込み条件を設定
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● 『課題結果』 > 『児童生徒ごと結果一覧』から児童生徒一人ひとりの各種教材結果が確認できます。

２.【全先生共通】『児童生徒ごと結果一覧』の使い方

単元に対して実施した教材が横並びに追加されていきます。
スクロールバーで横スクロールします。

①『課題結果』をクリック ③絞り込み条件を設定

② 『児童生徒ごと結果一覧』をクリック
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ごほうび機能

【全先生共通】
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参考【児童生徒】ごほうび機能

● 児童生徒画面には、モチベーション向上を目的とした「ごほうび機能」があります。

● 児童生徒が課題に取り組むとポイントが付与され、一定のポイントが貯まることでガチャを回すことが
でき、ランダムでデジタルカードや宝石が得られます。（対応教材：ドリル誌面・デジタマ）

① ガチャのアイコンをクリック

② ガチャのアニメーションが流れ、カードが表示される
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参考【児童生徒】ごほうび機能

● 取得したごほうびは、『ごほうび』の画面で確認できます。

● ごほうびは卒業まで引き継ぎます。

集めたカードはカテゴリ別に
表示されます。

デジタマ1教材やドリル1冊分を終えると、
デジタルカードとは別に特別な宝石が得られます。

次のガチャを回すためのポイントゲージ
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１.【全先生共通】『ごほうび付与』機能の使い方

● 『課題結果』 > 『ごほうび付与』から児童生徒へのごほうびの付与ができます。

【ポイント付与について】
・ドリル本誌（デジタルブック）：先生からの手動付与
・デジタマ（デジタルドリル） ：児童生徒が取り組んだら自動付与

付与する児童生徒の指定や、複数回付与することも可能です。
ただし、一度あげたポイントは取り消せません。

課題配信したドリル本誌(デジタルブック)への取り組み状況を確認できます。
（児童生徒がブック内の「がくしゅうの きろく」に「ふりかえり」を入力すると、
自動でチェックマークがつきます）

①『課題結果』をクリック



73

デジタル解答テストの使い方

【全先生共通】

「デジタル解答テスト」を用いて本番のテストを実施する前に、
テストの様々な解答形式を操作していただける
「おためし問題」をご用意しております。
お試しの際は、下記URLより、別途マニュアルをご確認ください。

https://digital2.sing.jp/tyu/LMS/manual/lms_digikai_otameshi_manual_20260415.pdf

https://digital2.sing.jp/tyu/LMS/manual/lms_digikai_otameshi_manual_20260415.pdf
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＜デジタル解答テスト＞

必須事前設定①
システム間の名簿連携

【全先生共通】
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2026

デジタマ名簿

1

2

3

4

5

1
2026 年度6年1組

デジタマ名簿

自動作成

自動作成

● 「デジタル解答テスト」をご使用されるには、
まなびボックスプラスとの名簿の連携が必須です。

１.【全先生共通】システム間の名簿連携を行う 重要

② 該当クラスの項目（デジタマ名簿）
の『未作成』を押す

①『設定』>『クラス管理』タブを押す

連携が完了していると『作成済』
と表示されます

③ デジタマ名簿の『自動作成』を押す

デジタマ名簿

デジタマ名簿作成が完了しました。

④ 『保存』を押す

注意！

児童生徒アカウントを編集すると、連携が失われる場合が
ありますので、ご使用前には都度必ず、こちらの画面より、
デジタマ名簿が『作成済』となっていることをご確認くだ
さい。（次ページも要確認）

SingCBT 名簿

SingCBT 名簿
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● まなびボックスプラスへ児童生徒を追加する際に、追加方法によって、「デジタマ名簿」への反映が
自動で行われない場合があります。

★『児童生徒アカウント管理』の「児童生徒個別追加」にて手動で追加した場合

→自動で名簿連携が行われ、デジタマ名簿は「作成済」のままになります。

★『クラス管理』の「児童生徒CSV追加」にてCSVで追加した場合

→名簿は連携されず、「デジタマ名簿」は「未作成」になります。 名簿の再連携が必要です。（p.75）

２.【全先生共通】システム間の名簿連携時の注意 重要

SingCBT 名簿 デジタマ名簿

『児童生徒個別追加』で
アカウントを追加した場
合は、「デジタマ名簿」は
『作成済』のままになる

SingCBT 名簿 デジタマ名簿

『児童生徒CSV』でア
カウントを追加した場合
は、「デジタマ名簿」は
『未作成』になる
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● ドリル・テスト用名簿は一括で自動作成も可能です。

参考【全先生共通】一括による全クラス分システム間名簿連携の方法

①『設定』>『学校管理』タブを押す

② 「ドリル・テスト用名簿一括自動作成」の『一括自動作成』を押す

③ 『OK』を押す

ドリル・テスト用名簿一括自動作成

一括自動作成
ドリル・テスト用
名簿一括自動作成

教師13人・クラス 22組・児童生徒 110人の一括自動作成を行います。
※自動作成中はクラスや児童生徒の編集不可。

既に自動作成された名簿があります。
この操作により自動作成済の名簿も上書き更新されます。



78

＜デジタル解答テスト＞

必須事前設定②
集計設定

【全先生共通】
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● 「デジタル解答テスト」をご使用されるには、
教材の集計設定が必須です。

１.【全先生共通】「デジタル解答テスト」の集計設定 重要

①『得点集計』>『集計設定』を押す

注意！

この設定が行われていないと集計機能が正しく機能しません。
「デジタル解答テスト」をご使用前に必ずご設定ください。

② 『全体設定』を押す

③ 「年度」「学年」「教科」を設定

⑥ 『保存』を押す

⑤ 教材を選択する

アイコンを触ると出てくる吹き出しのメッセージから操作ガイドも確認できます
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＜デジタル解答テスト＞

課題の配信

【全先生共通】
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１.【全先生共通】「デジタル解答テスト」の配信

●『課題配信』タブから課題を作成して配信します。 まずは「学年」「課題名」を設定します。

①『課題配信』をクリック

②「学年」「課題名」を設定 注意！

「課題名」がないと配信できません！
※課題名はあとから編集が可能です。

③『⊕←の課題に教材を追加 』をクリック

【「課題名」についてのお願い】

国語などの「教科」は自動で表示されますが、
テストの「おもて」「うら」や、「単元名」は入力されていないと表示されませんので、
ご入力いただくことを推奨いたします。

例：『デジタルかいとうテスト さなぎたちの教室 オモテ』を配信したい場合･･･

単元名などをつけないと判別
できなくなります「課題名」に単元名やおもて・うらを入力

児童生徒の画面
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前ページの続き●『教材追加』のページで、「教科」「教科書教材」「単元範囲」を設定します。

●「教材名」が表示されたら、配信する教材で「デジタル解答(かいとう)テスト」を選択します。

④ 「教科」「教科書教材」「単元範囲」を設定

⑤『教材候補表示』をクリック

配信しない教材を削除できます

１.【全先生共通】「デジタル解答テスト」の配信

注意！

「デジタル解答テスト」は、単元範囲を複数選択した場合でも、
１単元しか配信されません。（指定範囲の先頭単元のみ配信）

⑥ 【おもて】を配信する場合は、
どちらも【おもて】に変更する

仮に、【おもて】【うら】で配信した場合は、先頭の範囲が優先され、【おもて】のみ配信されます。

注意！

「デジタル解答テスト」は、単元ごとに【おもて】と【うら】がありますが、
【おもて】と【うら】をまとめて配信することはできません。
必ず、【おもて】か【うら】のどちらかにそろえて配信してください。
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前ページの続き

●テストの実施日を設定します。

※締め切り日を過ぎると、配信したテストや課題は、
児童生徒の課題画面から自動で消えます。

⑦『締め切り欄』をクリックし、
テストの実施日を設定する

１.【全先生共通】「デジタル解答テスト」の配信

⑧カレンダーが表示されるの
で設定したい日付をクリック

⑨『次へ（未保存）』をクリック

注意！

ここではまだ課題は保存されません。

注意！

テスト実施（締め切り）当日は終日、児童用画面に課題が
公開されたままとなります。テスト終了後、別途課題の削
除をお願いいたします。（削除方法はp87参照）
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前ページの続き
●配信する児童生徒を設定します。「デジタル解答テスト」では必ず配信先の設定が必要です。

●欠席者を除いたり、クラス単位での設定、教材ごとに配信先を設定することも可能です。

１.【全先生共通】「デジタル解答テスト」の配信

⑩『配信する児童生徒を選択』タブをクリック

⑪ 「配信先を設定する教材」を選択
（濃い黄色が選択状態）

⑫ 配信する児童生徒に
チェックマークを入れる
（濃い緑色が選択状態）

『すべて選択』で一括チェックを
入れることも可能です

教材を「配信済み」または「未配信」の
児童生徒のみを表示することも可能です

⑬ すべての教材の設定が完了したら、
『次へ（未保存）』をクリック

注意！

ここではまだ課題は保存されません。

注意！

「デジタル解答テスト」では、誤配信を防ぐために、
初期状態では児童生徒が選択されておりません。
必ず、配信先の児童生徒をご設定ください。
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前ページの続き●作成した課題を「配信」もしくは「保存」します。

●課題を作成・保存し後日配信することや、１つの課題に別の教材を併せて配信することも可能です。

１.【全先生共通】「デジタル解答テスト」の配信

注意！

課題名がないと配信できません。⑭「課題名」を確認（編集可）

⑮配信する課題にチェックマークを入れる
（濃い緑色が選択状態） 注意！

チェックされていない課題は配信されません。

⑯ 『選択した課題を配信』をクリック

注意！

前ページまでの『次へ（未保存）』だけでは
サーバ上に保存されません。
課題配信せずにこの画面を離れる際は、必ず、
本画面の『保存』をクリックしてください。複数の教材がある場合、すべて

を選択してまとめて配信すること
も可能です。

課題作成後すぐに配信しない
場合は、『保存』をクリックして
課題を保存してください。

締め切りや配信先を変更する場合、「編集」
ボタンから前の画面に戻って編集することが
可能です。
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前ページの続き

１.【全先生共通】「デジタル解答テスト」の配信

●課題の配信が完了します。

注意！

テスト実施（締め切り）当日は終日、児童用画面に課題が
公開されたままとなります。テスト終了後、別途課題の削
除をお願いいたします。（削除方法は次ページ参照）



87

【テスト終了後、速やかに課題を削除してください】「配信した課題」の削除 重要

●配信したテストの課題を削除する方法です（児童生徒の画面からも削除されます）。

●保存した課題を『履歴』から呼び出し「削除」して「保存」します。

②『削除』をクリック

①『履歴』から配信した課題を呼び出す

③課題が教師用画面から消える
（まだ、児童の画面からは消えていません）

④ 『保存』をクリック
（児童生徒の画面から課題が削除される）

注意！

必ず「保存」をクリックしてください。
課題を削除しても、児童が解いた結果は
削除されません。
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＜デジタル解答テスト>

課題の実施

【児童生徒】
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● 課題の配信が完了すると、児童生徒用画面の「配信されたテスト」欄に『デジタル解答テスト』
の課題が表示されます。

（実施日を過ぎると課題のボタンは自動で非表示になります）

デジタルかいとうテスト

先生からお知らせを配信して
補足等をすることも可能です。

ボタンを押すと開始する

１.【児童生徒】配信された課題の確認と実施



90問題の画面

メモ欄は問題内容に応じて
入力ボタンに切り替わります。
（※社会は該当する問題が
無いためメモ欄のみです）

メモ欄

● 解答中は、前の問題に戻ることも可能です。

   『おわる』ボタンを押すと提出となります。

利き手の設定変更も可能です。
（問題と手書きメモの位置が入れ
替わります）

２.【児童生徒】デジタル解答テストの実施

※画面は開発途中のものです。
実際とは仕様が異なる場合があります。
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● 『提出』ボタンを押すと完了となり、先生用の画面に反映されます。

問題の画面

注意！

※一度テストを提出してしまうと、先生側で
再度課題の配信を行うまで、児童生徒は問題
を解く画面に戻ることができなくなります。

３.【児童生徒】デジタル解答テストの提出

※画面は開発途中のものです。
実際とは仕様が異なる場合があります。
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＜デジタル解答テスト＞

採点結果の確認

【全先生共通】
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『得点集計』（「得点入力」→「小問別入力」）を開きます。

2026 1年 国語 デジタルかいとうテスト

画面上部で学年や教材などの絞り込み後に、
『デジタル解答テスト採点』ボタンを押す

井上俊久

太田亮

片岡香恵

金子輝

亀井さや

１.【全先生共通】『デジタル解答テスト』の採点画面への遷移

※画面は開発途中のものです。
実際とは仕様が異なる場合があります。
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● まなびボックスプラスとは別タブで、テスト結果の一覧が表示されます。

小問別の を押すと、問題ごとに児童全員分の採点ができます。（次ページ参照）

観点別の得点 小問別の正答結果

正答率に応じて色がつきます。
採点結果が確定するまで得点は表示されません。

先生の確認が不要な自動採点の結果
は白色で表示され、○×がつきます。

先生の確認や採点が必要な問題は黄色になってい
ます。

ボタンを押すと、確認や採点ができる画面に
移ります。

A

A

A

A

A

２.【全先生共通】『デジタル解答テスト』の結果確認

※画面は開発途中のものです。
実際とは仕様が異なる場合があります。

注意！

紙で実施された児童生徒の分はここではご入力不要です。
まなびボックスプラスに反映後、まなびボックスプラス上
でご入力ください。



95

・採点枠を選択（複数選択可）して
から○×△を押す

・○×△を押してから採点枠を押す
※○×△が有効になった状態で空欄全選
択を押すと、空欄すべてに採点結果が
反映されます

どちらの方法でも採点可能です。

● 問題ごとに児童全員分の採点ができます。

児童の回答の○×を表示する採点枠です。
問題によって、○か×がついています。
記述式など先生に採点いただきたい問題については、
採点結果が空欄になっています。

井上俊久 太田亮 片岡香恵 金子輝

亀井さや

＜採点ボタンの便利機能＞

空欄全選択…空欄の採点枠がすべて選択
された状態になります。選択された状態
で○×△を押すと、一括採点ができます。

△…下の数値部分をキーボード入力する
ことで、部分点を変更して採点できます。

未提出の児童や欠席の児童の回答内容・採点枠は、灰色に
なっており、採点ができない状態になっています。
全員の提出を待たずに採点を開始でき、あとから提出した
児童の回答も追加で採点できます。

２.【全先生共通】『デジタル解答テスト』の結果確認

前ページの続き

『一覧に戻る』ボタンを押すと、
前ページの画面に戻る

※画面は開発途中のものです。
実際とは仕様が異なる場合があります。
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● テスト結果一覧の『保存して閉じる』ボタンを押すと、まなびボックスプラスの

   『得点入力』内の「小問別入力」と「観点別入力」に結果が自動で入力されます。

『保存して閉じる』ボタンを押すと、
画面が閉じてまなびボックスプラスに戻る

Ａ

A

A

A

A

３.【全先生共通】テスト結果をまなびボックスプラスへ反映

※画面は開発途中のものです。
実際とは仕様が異なる場合があります。

注意！

まなびボックスプラスに反映後は、まなびボックスプラス
で修正を行ってもこちらの画面のデータは更新されません。
必ず、すべての入力が完了してから、反映してください。
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結果が自動で入力されます。（ 「小問別入力」には小問ごとの○✕、「観点別入力」には観点ごとの得点）

小問別入力の画面
※数値や単元名等はダミーです。

４.【全先生共通】まなびボックスプラスで結果を確認

※画面は開発途中のものです。
実際とは仕様が異なる場合があります。

結果が自動で入力されます。

紙で実施した児童生徒の分をこの画面で
手入力にて入力することも可能です。

入力用のキーボードを開くことができます。

入力の方向を設定することも可能です。
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結果が自動で入力されます。（ 「小問別入力」には小問ごとの○✕、「観点別入力」には観点ごとの得点）

観点別入力の画面
※数値や単元名等はダミーです。

単元1

1学期

1回

井上俊久

太田亮

片岡香恵

金子輝

亀井さや

2026 1年 国語 デジタルかいとうテスト

単元2

1学期

2回

４.【全先生共通】まなびボックスプラスで結果を確認

※画面は開発途中のものです。
実際とは仕様が異なる場合があります。

結果が自動で入力されます。

紙で実施した児童生徒の分をこの画面で
手入力にて入力することも可能です。

前ページの続き
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および

結果の確認
【全先生・児童生徒】

結果の配信
【全先生共通】
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実画面は
スクロール
(スライドは
次ページへ）

『得点集計』から「単元別個人票」として児童生徒の結果が見られます。
クラスの平均や、テストによっては県内・全国平均も表示されます。

2026 3年 国語 デジタルかいとうテスト

井上俊久

社会

１.【全先生共通】まなびボックスプラスで結果を確認・配信

※画面は開発途中のものです。
実際とは仕様が異なる場合があります。

重要

＜個票の結果表示不具合解消のお知らせ＞

2026年5月11日（月曜）以前に実施された「デジタル解答テスト」の結果のうち、
児童用の個票が「0」点で表示されていたものにつきまして、お手数をおかけいたし
ますが、改めて、「採点画面」上部の「保存して閉じる」をクリックいただきますようお
願いいたします。（手順の詳細はp.102をご参照ください）
（この操作で、改修前に実施したテストの結果も、「まなびボックスプラス」で正しく
表示されます。また、児童用個票も配信可能となります。）
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2026 3年 社会 精華町CBT

井上俊久

精華町のようす／町のいろいろなしせつや活動社会

平均点や評価のABCを非表示にするなどの設定も可能です（初期設定は非表示）。
小問ごとの正誤も一覧で確認できます。

『配信』ボタンを押すと、
児童生徒に結果が配信される

※画面は開発途中のものです。
実際とは仕様が異なる場合があります。

１.【全先生共通】まなびボックスプラスで結果を確認・配信

【個票の配信について】

配信先は、クラス全員一括での配信となります。
欠席者（＝解答データのない児童生徒）は配信対象外です。
後日、欠席者の採点が完了した際に再度配信を行うと、
この児童生徒を含めた全員に結果が配信されます。
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１．画面左「タマロム得点集計」アイコンをクリック

２．最初に開く「得点入力」（「小問別入力」画面」）で、該当のテストの「年度」「学年」「組」「教科」「単元」を選択
  ※「組」を「すべて」にすると、３．のボタンが表示されませんので、必ず「組」をご選択ください

３．画面下部の「デジタル解答テスト採点」の青いボタンをクリック

４．画面上部のグレーの「保存して閉じる」ボタンをクリック →「採点結果は上書きされます。」という画面が表示されるので、「はい」をクリック

５．画面上部の「個人集計」タブをクリック →表示したい児童生徒を選択し、表示が問題なければ、画面下部の「配信」をクリック
                                                                  （表示は１名の児童ですが、配信は実施済の児童全員に一括で配信されます）p.101参照

【個票の結果表示に不具合があった先生へ】不具合の解消手順

「デジタル解答テスト」
の画面を開く

『保存して閉じる』ボタンを押すと、
画面が閉じてまなびボックスプラスに戻る
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● デジタル解答テストの画面を開きます。
（ 『得点集計』から「得点入力」→「小問別入力」を開き、該当条件によって絞り込みを行った後、
『デジタル解答テスト採点』ボタンを押します)

●全員分の採点を確定後に、「テスト結果を出力」ボタンでクラス分析資料と個票を出力
できます。

【参考】デジタル解答テスト採点画面から個票を出力することも可能です

『テスト結果を出力』ボタンを押す クラス分析資料
（1ページ目）

個票
（2ページ目以降）

一括で出力

「デジタル解答テスト」の画面を開く
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社会

1年 国語 デジタルかいとうテスト
実画面は
スクロール
(スライドは
次ページへ）

テストけっか

先生が配信をすると『テストのきろく』画面から結果が見られます。
クラスの平均や、テストよっては県内・全国平均も表示されます（初期設定は非表示）。

※画面は開発途中のものです。
実際とは仕様が異なる場合があります。

参考【児童生徒】まなびボックスプラスで結果を確認
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テストけっか

小問ごとの正誤も一覧で確認できます。
ふり返りアドバイスや、フォロー問題にも取り組めます。

フォロー問題として、デジタマの問題に取り組める

※画面は開発途中のものです。
実際とは仕様が異なる場合があります。

参考【児童生徒】まなびボックスプラスで結果を確認

問題内容と解答は、こちらのリンクから確認可能
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その他の機能
【全先生共通】
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● 先生が設定した「お知らせ」を、児童生徒のトップ画面に表示することができます。

②『新規登録』をクリック

①『設定』画面の『お知らせ設定』をクリック

⑤タイトルと内容を入力

⑥お知らせの通知先の児童を、
学年・組単位で選択できます

１.【全先生共通】お知らせの配信

【 みなさんへ 】 しぎょうしき と にゅうがくしき のお知らせ

令和８ねんどの しぎょうしきは、４月７日（火）に おこないます。

あたらしく こられた 先生の紹介（しょうかい）も あります。

あたらしい クラスや たんにんの 先生も、この日に はっぴょうします。

つぎの日の ４月８日（水）は にゅうがくしきです。

ことしも 元気に 学校生活を スタートできるよう

はるやすみは けがや 病気（びょうき）に 気をつけて すごしましょう。

2026/04/07 2026/04/08

2026 年度

③お知らせの表示期間を設定

④タイトルを入力

⑦「保存」をクリック（すぐに児童に配信される）

リンク先を入力すると、お知らせタイトル
をクリックすることで、指定のURLを開
くことができます

重要のチェックマークを入れると、
お知らせに赤い「！」マークがつきます
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●配信済の「お知らせ」は編集・更新可能です。児童生徒のトップ画面のお知らせも更新されます。

②鉛筆マーク(編集)をクリック

削除マークをクリックすると、先生
のお知らせ一覧から削除される
だけでなく、児童のトップ画面上
のお知らせも消えます

作成済のお知らせを複製して
別のお知らせとして作成する
ことができます

①『設定』画面の『お知らせ設定』をクリック

④『保存』をクリック（すぐに児童のお知らせが更新される）

③編集画面で、変更したい箇所を修正

２.【全先生共通】お知らせの編集
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児童生徒用_トップ（がくしゅう）画面

トップ画面の最上部に「お知らせ」が
表示されます。

タップすると、「お知らせ」一覧画面
が表示されます。

タップすると、「お知らせ」の文面が
表示されます。

参考【全先生共通】お知らせ ～児童生徒用画面～
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サポートサイトとお問い合わせ窓口

本サービスでご不明な点がございましたら、以下のサポートサイトに、よくある質問（ＦＡＱ）
やマニュアルなどを掲載しておりますので、ご参照ください。

https://www.sing.co.jp/ict/lms-support-selection/

上記のサポートサイトでも解決しない場合は、下記お問い合わせ窓口までご連絡ください。

https://www.sing.co.jp/corp/contact/faculty/

https://www.sing.co.jp/ict/lms-support-selection/
https://www.sing.co.jp/ict/lms-support-selection/
https://www.sing.co.jp/ict/lms-support-selection/
https://www.sing.co.jp/ict/lms-support-selection/
https://www.sing.co.jp/ict/lms-support-selection/
https://www.sing.co.jp/corp/contact/faculty/
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